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広 報 課5加 盈0痂

〉館 報 香 散 見草 も号 数 を 重 ね 、 はや 一 周 年 。 多

少 な り と も成 長 し 、 こ こ まで こ られ た の も多 く

の 人達 の 知 恵 とい くつ もの 手 を借 りて の 事 と、

感 謝 して お り ます 。

〉表 紙 の デ ザ イ ンが 、変 わ りま した 。 デ ザ イ ン

は建 築 学 科 の 楠 田一 夫 先 生 で す 。 毎 回 、 先 生 に

は カ ッ トや レ イア ウ トで相 談 を もちか け て は 、

御 迷 惑 をお か け して い ます 。 簡 単 に 、 表 紙 ・カ

ッ トとい って もそ れ が 出 来上 る ま で に は 、 相 当

の 時 問 と労 力 を必 要 と され て い る で し ょ うに 、

いつ も心 よ く引 き受 け て くだ さい ます 。

それ を い い こ とに 、 だ ん だ ん こ ち らの 要 求 は ふ

くら む ば か りで 、 い つ 『ち ょっ とお 休 み 下 さい』

と い わ れ な い か と、 ひや ひや して お り ます 。

D>晩 秋 。 早 朝 。 イチ ョウ並 木 。

学 内 が 一 番 美 しい 季 節 。(そ う思 っ て い るの は 、

私 だ け?)

東 門 か ら本 館 の横 を抜 け 、 西 門 に通 じ る道 路 。

私 は 、 道 の 真 ん 中 を ゆ っ く り歩 き ます 。 イ チ ョ

ウ が 、 道 路 を埋 め つ く して い る あ り様 は 、絵 そ

の 物 で す 。

目 をつ ぶ っ て もそ の 風 景 と足 に 伝 わ る暖 か い感

触 が 、 余 韻 とな って 残 り ます 。 か な り贅 沢 な 気

分 です 。

〉 そ れ に して も、 今 年 の 秋 は いつ に も ま して 行

列 の 秋 で し たね 。

天 皇 ご座 位 六 十 周年 記 念硬 貨 、NTT株 な ど い

た る所 で 行 列 を み か け ま した 。 こ うな る と、 何

をや っ て い るの か わ か ら な い ま ま に 、 行 列 と な

る と並 ぶ 人が い る そ うで 、世 の 中 ま さ に な に か

い い こ とな い?財 テ ク時 代 。(こ ん な 所 で 使

って い い の か 。 又 、 お しか り を受 け ます か?)

しか る に 、 広 報 課 に 出 入 りす る 人達 に別 件 ア ン

ケ ー トと して 、お 聞 き し ま し た 所 、十 万 円 金 貨 ・

NTT株 をお 買 い に な る予 定 の 方 は い ら っ し ゃ

ら な い そ うで す 。

[〉教 務 の 野 下 課 長 に は 、 い ろん な体 験 を させ て

い た だ き ます 。

戦 後 ま も な い小 学 校 へ 通 った り、 さ と う き び を

しが ま され た り(お や つ あ らへ ん)、 木 炭 自動

車 に 乗せ ら れ た り 、ぺ っ た ん に 油 を しみ こ ませ

て 強 く した り、 山 が 見事 に は ず れ て 答 案 用 紙 に

"兎 は 山に 逃 げ に け り"と 書 か な き ゃ な ら な い

は め に な った り、街頭TV時 代 の プ ロ レ ス ラー

力 道 山 と対 決 させ られ た り、 映 画 館 で吹 笛 童 子

をみ た り、 い や は や つ い つ いペ ー ス に のせ られ

るん です 。

そ れ に して も、 ユ ー モ ア と ウ ィ ッ トに とん だ 会

話 は 楽 しい もの です 。

[〉名 前 とお 顔 は 、以 前 か ら知 っ て い る の で す が

お 会 い して お 話 を とな る と 、随 分 緊 張 い た し ま

す 。 ま してや 、 こ ち らが 勝 手 に イ メー ジ を 作 り

上 げ て 先 入観 が あ る とな る と大 変 で す 。

お 会 い す る の に 一 苦 労 。 今 日 とい うの を明 日に 、

午 前 中 を午 後 に い こ う とつ いつ い お 伺 いす る の

を 引 き延 ば して い る 自分 に 気 付 き 苦 笑 して し ま

い ます 。 そん な 私 の コ ワ ゴ ワの 初 対 面 を 、 もっ

と早 く伺 え ば よか っ た と思 わせ て下 さ った の が 、

教 務 課 の 竹 本 課 長 で す 。

お 話 を進 め る うち に 、一 朝 一 夕 で は 身 に つ くは

ず の な い 礼 儀 正 し さの 中 か ら竹 本 課 長 の 人柄 を

か い まみ る事 が 出 来 ま した。

そ れ に して も 、 人 とお 会 いす るの に 先 入 観 は 禁

物!禁 物!

[〉つ い 最 近 、TVを 見 て い ます と新 人 類 知 的 チ

ェ ッ ク度 とい うの をや っ て い ま した 。現 代 人 は 、

主 に何 か ら知 的 情 報 を得 る か と い うの で す 。

情 報 ラ ン キ ン グ

1。 口 こみ 人間

2。 カ タ ロ グ 人 間

3.雑 誌 人間

4.TV人 間

5.本 人間

6.専 門 書(学 者 先 生)入 間

新人類

1
旧人類

情 報 ラ ン キ ン グ1に 近 づ くほ ど新 人類 だ そ うで 、

私 な どは さ しず め5で す か ら ま さ に 旧 人類 。 ラ

ン キ ン グ1の 口 こ み な ど は 今や 千 も万 も聞 く時

代 とか 。 ち なみ に 、 千 も万 も知 る とな る と、 そ

れ を理 解 す る に は か な りの知 識 が 必 要 だ と思 う

の で す が … … 。 そ の 知 識 さ え も口 こみ だ とい っ

の で し ょ うか 。 私 は 、 そ うは 思 い ませ ん 。 基 礎

に な る知 識 はや は り、 ラ ン キ ン グ5・6だ と思

うの で す 。

さ て あ な たは 、 ラ ン キ ン グ○ 位 の 何 人 類 です か 。
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の あ

巽購 鎌縫灘難灘懲 鰹

開館時間

休 館 日

午 前9時30分 ～ 午 後8時20分(た だ し 、春 期 ・夏 期 ・冬 期 休 暇 期 間 中 及 び 入 試 期 間 中

は 、 開 館 時 間 を変 更 す る こ とが あ ります 。)

日曜 日、祝 日、 本 学 創 立 記 念 日(11月5日)、 入学 式(4月8日)、 卒 業 式(3月15日)

春 期 休 暇 中 、 夏 期 休 暇 中 、 冬 期 休 暇 中 の 一 定 期 間(期 日に つ い て は その 都 度 掲 示 し ま

す 。)

図書閲覧 ・貸 出手続

区分 事項 資 格 制限冊数 期 間 手 続

館

内

閲

覧

教員(専 任・非常勤) 開架図書は制限なし

書庫内図書は1人5

冊以内

開館時から

閉館時 まで

開架図書は 自由に

閲覧出来ます。

書庫内図書は閲覧

票による

事 務 職 員

大学 院 生 ・研修生

学 生 ・ 聴 講 生

卒 業 生

館

外

貸

出

教 員(専 任) 1人30冊 以 内

6ヵ 月間

貸出許可証 と館外

貸出票による
教 員(非 常勤) 1人10冊 以 内

事 務 職 員 1人10冊 以 内

大 学 院 生 1人15冊 以 内

3ヵ 月間

研 修 生 1人10冊 以 内

学 生 ・ 聴 講 1人5冊 以内 15日 間

分

置

学 部 学 科

研 究 室

事 務 系 部 課 ・

事 務 室 等

分置規定に従い館長

の認めるものに限る

1年 間 分置申請書による

書
庫
内
検
索

教 職 員

大 学 院生 ・研 修生

開館時か ら閉館30

分前まで

入庫者記録に記入

し、閲覧証 と引き

かえに入室証 を受

け取 り入庫

●図 書館 利 用の 事 で わ か らな い こ とは、 図書 館3F運 用 課 まで お尋 ね

下 さい。 運 用課 内線2505、2506
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